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令和元年８月臨時会会議録 

 

 

令和元年８月２９日 木曜日 午前１０時００分開会 

議 長 下 山 准 一     副議長 小 関   淳 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   庄  司  里  香  議員 

  ３番   叶  内  恵  子  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   小  関     淳  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １１番   新  田  道  尋  議員    １２番   奥  山  省  三  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   石  川  正  志  議員 

 １５番   小  嶋  冨  弥  議員    １６番   佐  藤  卓  也  議員 

 １７番   髙  橋  富 美 子  議員    １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

教 育 長 高 野   博  総 務 課 長 小 松   孝 

総 合 政 策 課 長 関   宏 之  財 政 課 長 平 向 真 也 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 西 田 裕 子  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 

令和元年８月２９日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第１ 会議録署名議員指名 

日程第２ 会期決定 
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日程第３ 市長の行政報告 

日程第４ 議案第４２号新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例

の一部を改正する条例について 

日程第５ 議案第４３号新庄市児童センター及び児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について 

日程第６ 議案第４４号新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程に同じ 
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開      会 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名です。 

  これより令和元年８月新庄市議会臨時会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

下山准一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において叶内恵子さん、髙橋富美子

さんの両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

下山准一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る８月22日午前10時より議員協議会室にお

いて議会運営委員６名出席のもと、執行部から

は副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました令和元年８月臨時会の運営について協

議をしたところであります。 

  このたびの提出案件は議案第42号新庄市特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、議案第43号新庄市児童センター及び児童

館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について、議案第44号新庄市エコロジー

ガーデン設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例についての３件であります。会期に

つきましては、本日８月29日、１日と決定いた

しました。 

  案件の取り扱いにつきましては、臨時会であ

りますので委員会への付託を省略して、直ちに

本日の本会議において審議をお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  今期臨時会の会期はただいま議会運営委員長

から報告のありましたとおり、８月29日、本日

１日にしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は８月29日、１日と決しました。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

下山准一議長 日程第３市長の行政報告をお願い

します。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  新庄まつり後の臨時会、まことにありがとう

ございます。 
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  それでは、新庄まつりについて御報告申し上

げます。 

  ユネスコ無形文化遺産登録から３回目、昨年

に引き続きの週末開催となった今年の新庄まつ

りは、昨年より７万人多い56万人の人出となり

ました。 

  季節柄、天気予報は晴れたり曇ったり、新庄

まつりでの１週間は人々の気持ちをやきもきさ

せましたが、ことしの祭り期間中は総じて好天

に恵まれた天候でした。日程が進むにつれ日差

しも強く、絶好の祭り観覧日和となり、曜日配

列のよさも加わり、人出を大きく押し上げたも

のと考えております。 

  ８月24日、宵まつりは、昨年から実施した駅

前ロータリー付近の観覧場所の拡大を継続し、

さらに同じく昨年実施した駅前通りの車道の一

部の観覧場所開放について場所を変更して実施

するなど、週末開催による観客増を想定した対

応を行った結果、特に東口駐車場及び東山臨時

駐車場が全て満杯の状態となり、昨年より２万

人増の23万人の人出となりました。 

  25日の本まつりは、早朝雨が降り、不安定な

天候の影響が懸念されたものの、行列実施時は

天候もよくなり、沿道の観覧に人垣ができ、東

口駐車場も早い時間で満杯になるなど、昨年よ

り１万人増の22万人の人出となりました。 

  26日の後まつりは、雨は一時的に降ったもの

の天気は総じてよく、昨年雨天のため中止した

飾り山車と街中鹿子踊を実施し、好天の中、手

締式にて祭りのフィナーレを迎え、昨年より４

万人多い11万人の人出となりました。 

  今後も世界に誇れる祭りとして、新庄まつり

実行委員会への支援を通じ取り組んでまいりま

すので、さらなる御理解と御協力をお願いし、

ことしの新庄まつりの報告とさせていただきま

す。 

 

 

日程第４議案第４２号新庄市特定

教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の利用者負担に関する条例

の一部を改正する条例について 

 

 

下山准一議長 日程第４議案第42号新庄市特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者

負担に関する条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第42号新庄市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関

する条例の一部を改正する条例について御説明

申し上げます。 

  子ども・子育て支援法及び関連法令が改正さ

れたことにより、本年10月から、幼児教育・保

育の無償化が実施されます。これは国の制度改

正により、幼稚園、認定こども園、保育所など

の３歳児クラスから５歳児クラスの子供及びゼ

ロ歳から２歳児クラスの住民税非課税世帯の子

供を対象に、保育料が無償化されるものであり

ます。 

  また、幼稚園の預かり保育や認可外保育施設、

一時保育事業等についても条件を付して保育料

が無償化されます。ただし、延長保育料や実費

として徴収する通園送迎費、行事費、絵本代な

ど、またこれまで保育料に含まれていた保育所

の副食費につきましては無償化の対象外とされ

ています。 

  こうした制度改正に伴い、本市におきまして

も、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の利用者負担額について、必要な改正を行う

ものです。 

  主な改正の内容につきましては、保育所など

においては、３歳児いわゆる年少児から小学校
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就学前までの子供の保育料、幼稚園においては

満３歳以上の子供の保育料を無償とするもので

す。 

  また、住民税非課税世帯の３歳未満の子供に

係る小規模保育施設、保育所、認定こども園の

保育料を無償とし、あわせて法律の改正に伴う

文言の整備を行うものであります。 

  施行日は令和元年10月１日であります。 

  御審議いただき、御決定くださるよう、よろ

しくお願いいたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第42号につき

ましては、会議規則第37条第３項の規定により

委員会の付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 10月からの幼児教育・

保育の無償化という国の方針によるものだと思

います。 

  国の方針は、生活保護世帯、それから第３子

以降に加え、年収360万円以下の世帯の副食費、

副食費というのはおかずということだと思いま

すが、この免除という内容でいいでしょうか。 

  それから、各保育施設がほかの世帯の給食費、

給食費というのは副食費だと思いますが、それ

から全世帯の主食費を請求し徴収しなければな

らないことになるのか。そして、各保育施設や

保育士の長時間過密労働に拍車がかかるのでは

ないか、この点についてお聞きします。 

  また、そのときに副食費は幾らになると思わ

れるのか。 

  それから、市全体で徴収される方々の金額全

体、給食費、つまり副食費のようですが、給食

費は市全体で徴収される金額は幾らになるのか、

お願いします。 

  それから、市の保育料で無料または低額だっ

た世帯で給食費を請求される世帯が出てくるの

ではないか。今までの保育料が上がる世帯が何

人ぐらいになるのか。 

  それから、この請求される給食費について、

滞納したら保育は中断させられるのかについて、

お願いします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 それで

は、お答えいたします。 

  まず初めの、生活保護世帯第３子以降、それ

から年収360万円世帯以下のところの副食費の

免除でよろしいかという御質問でございます。 

  副食費につきましては、年収約360万円未満

相当世帯の子供及び市の独自の第３子免除世帯

について、副食費の免除が該当するということ

を考えております。それまで納付していた保育

料よりも副食費のほうが高くなるといったこと

は生じておりません。 

  なお、先ほどありました御質問で、副食費の

免除対象人数なんですけれども、約340名にな

ります。これに対して副食費を徴収されること

になる方々の全額についてですけれども、こち

らのほうは約400名ということになるのですが、

ことしの分について６カ月で約1,069万円、来

年度については12カ月になりますので、その倍、

約2,138万円というふうに試算をしております。 

  それから、保育士について、そういった事務

がふえるということにおいての長時間労働が発

生するのではないかといったようなことでござ

いますけれども、これまでも実費ということで、

実費徴収を行っているという経緯はあります。
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例えば、バスの送迎費ですとか、それから絵本

代ですとか、教材費ですとか、そういったとこ

ろの実費の徴収は行っています。施設によりま

しては事務職員を置いているところもございま

すので、最初ですので何かと事務の煩雑なこと

は予想されますけれども、それによっての保育

士の確保などは各保育施設の考え方によると考

えております。 

  それから、市の保育料で無償化される世帯が

給食費をもらうようになるのではないかという

御質問については、先ほど申し上げましたよう

に、副食費の免除制度によりましてそういった

世帯はございません。 

  それから、最後の御質問で、滞納したら中断

させられるのかという御質問です。対象になる

のかという御質問だと思いますけれども、そう

いったことはございません。ただ、徴収につき

ましては、公立については市の収入というふう

なことになりますので、御相談などをさせてい

ただきながら、徴収のほうもさせていただきた

いと思っております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 事務負担についてなん

ですが、事務負担は各保育施設の考え方による

ということで、市では関与しないというお考え

でしたけれども、このたび免除対象者には請求

しないという対応もしなければいけないし、説

明し、請求し、徴収管理などの負担が、新たに

保育所や保育士にかかってくるわけです。今で

も保育士や保育関係者は長時間過密労働で、う

ちに持ち帰って仕事をする人もたくさんおられ

ます。こういう状況を考えますと、事務負担は

かなりふえていくということで、市独自でも新

たな支援、人員配置が必要ではないだろうかと

思いますが、いかがでしょうか。 

  それから、滞納したら保育は中断ということ

はないということは大変ありがたいと思います。

しかし、国の制度としてどういう考えかといい

ますと、内閣府の幼児教育・保育の無償化に関

する自治体向けのＦＡＱ2019年の７月31日版、

38ページによりますと、「副食費の滞納がある

保護者から事情を聞き……、利用継続の可否な

どを検討する」と書いてあります。ということ

は、可否ですから、利用するのかしないのか検

討するということが求められるわけです。そう

すると、お金が出ない方については、民間の場

合は特にやめていただくというかなり厳しいこ

とになって、運営にもかかわりますからせざる

を得ないことになってしまうのではないか。こ

ういうことのないようにするにはどうすればい

いのか、対応を考えているか。中断をしないと

いうこの立場で考えていることを、お願いした

いと思います。 

  それから、全体で新たに徴収することになる

市の給食費について、市全体の副食費だと思い

ますが、この金額は１年間で2,138万円という

話でした。だとすれば、いや3,000かもしれま

せん。３倍だと、６カ月で……、そうですね。

間違えました。１年で2,138万円ということで、

約2,000万円ちょっとです。 

  今まで給食費は無料にする方向で市長を先頭

に頑張ってきたと思います。やはり子育て世帯

の収入の不安定あるいは低額、そういうことを

考えたときに、子育て支援として、秋田県横手

市のように市独自で上乗せして、全ての世帯の

副食費を無料にする、このたび横手市はそう発

表しました。 

  新庄市でも保育料の軽減のために、学んで検

討する必要があるのではないかと思いますが、

どうでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 
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西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 １点目

の保育士の新たな確保ということへの御質問で

ございます。確かにそういった事務負担はござ

いますが、例えば保育士全体の中で、子供の安

全安心な保育をするための保育士の確保、そう

いったことを含めて、今後県が行っているよう

な住宅費の費用負担ですとか、そういったとこ

ろのような全体としての保育士の確保は考えて

いかなければいけないと思ってはおりますが、

例えば養成校への依頼ですとか、そういったと

ころも含めて行ってまいりたいとは思っており

ます。 

  それから２点目、滞納したら退所しなければ

いけないのではないか、民間立などは退所する

ような方向になるのではないかというような御

質問でございますけれども、その点につきまし

ては、できるだけ退所というようなことになら

ないように、民間立保育所のほうともよく聞き

取りをし、こちらからも助言などを行いながら、

徴収のほうも行っていきたいと考えております。 

  ３点目です。新たに徴収することになる副食

費についての市独自の補助をというような御質

問かと思います。 

  副食費につきましては、これまで保育料の一

部として保護者に負担していただいたものと考

えております。したがって、今回の３歳以上の

無償化によりまして、どの世帯も保育料よりも

副食費の額はかなり低い数字になるはずでござ

います。ですので、その点ではかなり保護者の

負担減になっていると考えられますので、今の

ところはそういった市独自の負担軽減といった

ものは考えておりませんが、その他のさまざま

な子育て支援策の中で、そういったことも含め

て検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 事務負担軽減というこ

とでは、各保育所の皆さんに意見を伺って、ど

うなのかという声があれば、要望があれば考え

ていただきたいと思いますが、これから事務負

担が出てくる保育所に直接声を聞くようにして

いただきたいと思いますが、そういう考えはな

いか。それを受けて、また考えていただきたい

と思いますが、どうでしょうか。 

  それから、副食費の件ですが、今の保育料よ

り、副食費負担になっても負担は軽くなるから

考えていないというお話でした。しかし、全体

的に全国の状況を見ますと、給食費を無償化と

いうことで対応している自治体が出ています。

秋田県でも、県として国の上乗せをしているよ

うです。そういったことを県に要望することも

含めながら、市としてこれから考えていただき

たいと思いますが、再度お願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 子育て世代の今回は軽減負担とい

うことでありますが、市内全域の子供たちを今

調査しておりますので、さまざまな観点から今

後検討させていただきたいというふうに思って

おります。 

下山准一議長 ほかに質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 産業厚生委員協議会で

既に説明のほうは資料を含めていただいている

んですが、何せ当日の当日にいただいた資料で、

質問したいと思ったことが深く調べられなかっ

たものですから質問させていただきたいんです

が、資料の中で無償化による影響額ということ

で、これを歳入歳出の部分で計算をすると、確

かに280万3,000円という金額が増額するという

ふうに見えるんですが、実際、幼保無償化に伴

う財政負担の増加額と、それを歳出として、あ

と消費税率引き上げによる地方消費税交付金額

の増収額を例えば歳入にして計算をした場合の
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差額では、ちょっと財政的な部分では推しはか

れないのではないかなと思っておりました。 

  それで御確認したいのが、今回の幼保無償化

に伴う新たな財政負担の増加額と、この幼保無

償化に係る基準財政需要額の加算額というもの

と、あともう一つが消費税率引き上げによる消

費税交付金の増収額の部分と、消費税率引き上

げに係る基準財政収入額への算入額、こちらは

計算上どうなっているのか、これを伺いたいと

思います。（「休憩をお願いします」の声あり） 

下山准一議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２５分 休憩 

     午前１０時２６分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

下山准一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 ただいま叶内議員からは、財政

というのはいわゆる収支としてどうなのかとい

う御質問だったと思います。 

  まず、今回条例改正をお願いしたのは、10月

から無償化になるという中での条例改正になる

わけですが、今年度は国のほうで、基本的には

消費税アップ分を財源として無償化の措置を行

いたいということでしたが、ただ無償化、消費

税アップ分のいわゆる地方公共団体に回すお金

としては、今年度大きくその分がそっくり来る

ということではないので、特例として国では臨

時的な交付金を予定して、地方の負担をなくす

ような措置を行っているというのが今年度でご

ざいます。 

  それで、来年度以降につきましては、叶内議

員おっしゃった交付税へのいわゆる基準財政収

入額への措置とか、あるいは収入面での基準財

政収入額の措置等については、また具体的ない

わゆる地方財政計画等がまだ決まっておりませ

んので、その詳細については御回答しかねると

いうことで、御承知賜りたいと思います。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 昨年の平成30年６月15

日閣議決定を踏まえているこの政策パッケージ

なわけですね。それで、早い段階の自治体であ

ると、その財政の運営ということがやっぱり大

きい、そして新庄市は特に、副市長御承知かわ

かりませんが、若い世代が子育てをしていくと

いうことは大変厳しいんですね。収入面が、所

得水準が低いという現状があって、そして共働

きをしないとその収入に満たないという現状が

あって、きのうもそういった話を市民の方とさ

せていただく機会がありました。残業を一生懸

命しないと、目標に、子育てをしていける金額

まで及ばないんだと、そういう現状があるんで

すね。 

  そういう中で、今回質問につなげたかったの

が、喫緊の課題である若者の流出、そして若者

定住の促進ということで、この子育て支援とい

うのは本当に充実していかなければいけない。

それには財政が必要で、国の制度が変わって、

今後、来年度から市町村の負担が財政基準額に

算入されて、この交付金の中に算入されてくる

ということで、この計算をシミュレーションと

して早目早目にやって、どんな厚みの政策がで

きるのかということを取り組んでいるほかの自

治体の方から聞くと、この夏までが勝負だとい

う話をしておりました。 

  そういう観点から考えると、まず来年度にな

って消費税が10％になって、国の地方交付税の

算定の基準がどうなるのかとなると、ならない

とわからないというような返答をされるとする

ならば、ちょっと遅いのではないかなと思って

おります。 

  そして、今回のこの改正というのが、20代、

30代の若い世代が理想の子供数を持たない理由

が、子育てや教育にお金がかかり過ぎるからが



- 9 - 

最大の理由となっている。そのために幼児教育

の無償化をすると言っています。 

  今回の条例の改正にはまだ触れていないです

けれども、今後消費税が10％に増額されて、所

得水準であったり、全てが上がっていくかどう

か見通しがちょっと暗いのではないかなと思っ

ているんですが、その中でゼロ歳から２歳、今

現状は生活保護世帯、低所得者の世帯に対する

無償であるんですが、今後は当面の間それで行

います。だけれども、これから先は全世帯に対

して無償化を行っていくという国の方向性があ

るのだろうなと思って法律も読んでおりました

が、市としてはこの財政の負担を踏まえてどの

ように考えているのかということを伺いたいと

思います。非常に大事だと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 先ほど佐藤議員にもお答えしまし

たが、子育て支援というのは総合的に判断して

いかなくてはいけないということで、今回はこ

ういう制度が成るということも含めて、全体的

な中での支援などを検討させていただきたいと

いうことであります。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） この制度は10月１日か

ら国が開始してしまいますので、それに合わせ

なければならない、重々承知しております。新

庄市として、子育て世代、若者定住に対してど

のような方向性を見出していくのか、非常に大

事だと思います。 

  そういった中で、常任委員会に対するこの無

償化による影響額という計算のあり方というの

は、これは不交付団体であればこの計算で成り

立っていくのだなということが、ちょっと調べ

まして思いましたので、より一層この新庄市に

合わせた計算のものを出していただければあり

がたいなと思っておりますので、子育て世代、

これからどんどん力を入れてくれるという市長

の言葉ですので、厚みを持った政策を行ってい

ただきたいと念じております。 

下山准一議長 ほかに質疑ありませんか。 

２ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

２ 番（庄司里香議員） 委員協議会でもこの内

容については説明をいただいたのですけれども、

その内容の中で、今３歳児が、ゼロ歳児が３歳

児になった時点でずっと膨らんでいくと思うん

ですよ。それで、定員が大きくふえるという可

能性もあると思うんです。それについて、受け

入れ増加になることによって施設が足りないと

か、サービスが少なくなるとかということにつ

いてお話しさせていただいたんですけれども、

その内容について。 

  あと、ぜひともお答えいただきたいのは、今

若い世代で、私もこのお休み期間中に若い方た

ちと随分お話をさせていただいたんですけれど

も、やっぱり子育ての政策が充実しているまち

に行きたいんだというふうに言われるんですよ

ね。そうなると新庄市はちょっとというふうに

言われることについて、市長はどうお考えなの

か。これからもっと厚みのあるサービスをして

いくというふうにお話しされてはいるんですけ

れども、具体的にこの内容、国から提示された

内容にプラスしていくお考えはあるのか、ぜひ

ともお答えください。お願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 子育て世代への支援は、先ほどお

二人の議員にもお答えしましたが、トータル的

な形でサービスを考えていかなければいけない

だろうというふうに思っております。 

  今回の制度の中で、ゼロ歳から２歳の非課税

世帯の皆さんが無償化になること、それ以外の

本当に低所得な部分もというふうに課題も捉え

ているところでありますので、広く資料を収集
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しながら検討し、実施してまいりたいというふ

うに考えております。 

２ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

２ 番（庄司里香議員） 内容的には、今の市長

のお話は、ずっと継続されている内容だと思い

ます。ぜひとも、小さいことでもいいので、新

庄市独自のサービスとか、こういうことを若い

人たちに提示しているとか、ぜひとも外から来

てもらいたいということを、その意気込みを政

策のほうに反映していただけたらと思っており

ます。どうかよろしくお願いします。 

下山准一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第42号新庄市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の

一部を改正する条例については、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第５議案第４３号新庄市児童

センター及び児童館の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する

条例について 

 

 

下山准一議長 日程第５議案第43号新庄市児童セ

ンター及び児童館の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第43号新庄市児童

センター及び児童館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について御説明申し上

げます。 

  本年10月からの幼児教育・保育が無償化され

ることに伴い、本市の児童センター及び児童館

の使用料について必要な改正を行うものです。 

  主な改正の内容につきましては、児童センタ

ー及び児童館の使用料について無料と改め、指

定管理者が行う利用料金に係る減免等の業務に

ついて整理するものであります。 

  保育所や幼稚園など無償化対象施設を利用す

る世帯との公平性を図るため、児童センター、

児童館を利用する世帯の経済的負担を軽減する

ものであります。 

  施行日は令和元年10月１日であります。 

  御審議いただき、御決定くださるようお願い

いたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第43号につき

ましては、会議規則第37条第３項の規定により

委員会の付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第43号は委員会への付託を省略することに

決しました。 
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  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第43号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第43号新庄市児童センター及び児童館の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第43号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第６議案第４４号新庄市エコ

ロジーガーデン設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 

 

下山准一議長 日程第６議案第44号新庄市エコロ

ジーガーデン設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第44号新庄市エコ

ロジーガーデン設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  新庄市エコロジーガーデンの旧第４蚕室につ

きまして、旧農林省蚕糸試験場新庄支場保存活

用計画やエコロジーガーデン第４期利用計画に

基づく耐震改修により、施設機能の拡充を図る

ことに伴い、新たに施設区分と使用料を規定す

るため必要な改正を行うものです。 

  改正の内容といたしましては、旧第４蚕室を

創造交流施設とし、施設区分をカフェ・レスト

ランスペース、店舗スペース、オフィススペー

スとして、新たに使用料を設けるものであり、

来年春の供用開始を予定しております。 

  またその他文言の整理など必要な改正を行う

ものであります。 

  施行日につきましては公布の日からとし、使

用開始日は別に告示することといたします。 

  以上、御審議の上、御決定賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第44号につき

ましては、会議規則第37条第３項の規定により

委員会への付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第44号新庄市エコロジーガーデン設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

下山准一議長 以上で、今期臨時会の日程は全て

終了いたしましたので、閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１０時４２分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  下 山 准 一 

 

   会議録署名議員  叶 内 恵 子 

 

    〃    〃   髙 橋 富美子 

 


